
森の都、
未来へ。
地域の方々との協働による
緑豊かなまちづくりを紹介

熊本市緑の基本計画
アクションプログラム

都市建設局 森の都推進部 みどり公園課　☎096-328-2409（熊本市役所７階）
アクションプログラムへの参画・協賛に関するお問い合わせ

活動へのご支援・ご参加いただける企業や団体の皆様を募集しております

託麻三山エリアで実施する活動に対して
企業や団体からの支援をいただいております

　熊本市では、「森の都」にふさわしい緑豊かなまちづくりを進めていくため、令和３年（2021年）

３月に「緑の基本計画」を改定しました。

　この計画の実効性を高めるためのアクションプログラム（行動計画）を策定し、日々 の暮らしの

中で花と緑を実感でき、それを誇りに思えるような「森の都くまもと」を実現していきます。

アクションプログラムの特徴

基本理念

基本方針

持続可能な「森の都」の実現

熊本市緑の基本計画  令和3年（2021年）３月

①自然環境の基盤である
　森林や河川等の保全

②身近な自然環境の保全

③地球環境や生物多様性に
　配慮した自然環境の保全

守る
豊かな自然の
保全・共生

①効果的な公共施設等の
　緑の創出

②多様な主体との協働による
　民有地の緑の創出

③中心市街地において
　本市の顔となる緑の創出

育む
緑あふれる都市づくりに
向けた緑の創出

①森林等の緑の機能の活用

②都市公園の魅力の
     向上による身近な緑の活用

③特色を生かした緑地の活用

活かす
様々な機能を持つ
緑の活用

①緑に親しみ学ぶことによる
　市民の緑化意識の高揚

②市民・事業者・行政の
　協働による緑化活動の
　展開の促進

③緑化推進のための
　組織運営の強化

繋げる
緑を支える人づくり・
組織づくり

特徴1

特徴2

特徴3

5年で変化を感じられる事業を展開

熊本らしい、エリアの特色に応じた事業を展開

さまざまなフィールドを活かした事業展開
（街路樹、公園、学校、森林など）

「一貫性」
＆

「統一感」

フィールドの
フル活用

「スピード」
＆

「実現性」

具現化

託麻三山エリア
Vol.1（R6.3月）

●熊本県スポーツ振興事業団・
ミズノグループ 様

●田上樹楽園 様

●株式会社ロードサポート 様●らくのうマザーズ 様

●JA熊本果実連 様●熊本県森林組合連合会 様



託麻三山エリア 実施事業 エリアテーマ

遊ぼう！登ろう！山歩しよう！
託麻の森～地域住民に親しんでもらう山づくり～

目的
土砂災害・倒竹災害の防止、景観維持、眺望確保
託麻三山の利用促進、三山に入る環境づくり

内容
頂上付近の眺望確保のための剪定や間伐、
頂上までの山道の下草刈りを行う

場所 託麻三山

分担 剪定・間伐（行政/託麻三山エリア各自治会/田上樹楽園）

基本方針：①守る④繋げる 事業：R6～　

親しみやすい山づくり
事業名

目的

放置竹林対策、土砂災害・倒竹災害の防止
竹あかりづくりを通した森林環境教育
竹を使用した癒しの空間、山の新たな魅力の創出

内容
託麻三山の竹を活用して竹あかりづくりを実施し、
完成した竹あかりを各スポットに設置する

場所 えがお健康スタジアム

分担 講師手配（熊本県森林組合連合会）

基本方針：②育む③活かす 事業：R7～

竹あかりづくり
事業名

目的
森林・竹林の適正管理に関する知識の普及
土砂災害・倒竹災害の防止、放置竹林対策

内容
竹林管理の必要性の講習後、実技講習を実施する
スキルアップにより、活動の活発化に繋げていく

場所 パークドーム熊本

分担
講師（熊本県森林組合連合会）
作業資材（熊本県森林組合連合会）

基本方針：①守る④繋げる 事業：R6～　

適正管理講習会
事業名

目的
放置竹林対策、土砂災害・倒竹災害の防止
ものづくり体験を通した森林環境教育

内容 託麻三山の竹を活用し、竹細工づくりを実施する

場所
分担

講師手配（託麻東小学校）
材料用意（講師）

基本方針：③活かす④繋げる 事業：R6～　

竹あそび体験
事業名

目的
放置竹林対策、土砂災害、倒竹災害の防止
ものづくり体験を通した森林環境教育

内容 託麻三山の竹を活用した竹飯盒づくり体験を実施する

場所 エリア周辺

分担 講師（託麻東校区青少年健全育成協議会）

基本方針：③活かす④繋げる 事業：R6～　

竹飯ごう体験
事業名

目的
放置竹林対策、土砂災害・倒竹災害の防止
次世代への継承

内容 託麻三山の竹を活用し、門松づくり教室を開催する

場所 えがお健康スタジアム

分担 講師（熊本県スポーツ振興事業団・ミズノグループ）
材料用意（熊本県スポーツ振興事業団・ミズノグループ）

基本方針：③活かす④繋げる 事業：R6～　

ミニ門松づくり教室
事業名

目的 健康増進、山に親しむ環境づくり、地域の魅力再発見

内容 神園山の展望デッキまでのナイトハイク、
展望デッキから天体観測を実施する

場所 神園山

分担 ナイトハイクガイド（熊本県スポーツ振興事業団・ミズノグループ）

基本方針：③活かす④繋げる 事業：R7～　

神園山ナイトハイク
事業名

目的 身近な史跡や緑スポットの再発見、地域の歴史のPR

内容 八十八ヶ所巡りや史跡巡りをさらに細かいエリアで
分割し、誰でも気軽に回れるようなマップづくりをする

分担
コース選定（たくま八十八ヶ所巡り実行委員会/たくま三山会）　
発信（行政）

基本方針：③活かす④繋げる 事業：R7～　

地域の魅力マップ
事業名

目的 健康増進、地域の魅力の再発見、まちづくり
内容 託麻の史跡を回るウォーキングイベントを開催する

分担
コース選定（たくま八十八ヶ所巡り実行委員会/たくま三山会）
運営（託麻東校区青少年健全育成協議会/行政）

基本方針：③活かす④繋げる 事業：R8～　

託麻ウォーキング
事業名

目的
樹名板をリニューアル、楽しい山づくり
樹名板づくりを通した森林環境教育

内容 山に親しむきっかけ作りとして樹名板の作成を実施する

場所 託麻三山

分担
樹名板の作成（託麻東小学校児童）
樹名板の用意（植翠園）
設置（行政/託麻東小学校児童）

基本方針：③活かす④繋げる 事業：R7～

託麻の木の紹介
事業名

目的
自然に親しむきっかけづくり
キャンプを通した森林環境教育

内容
託麻東小学校でキャンプ体験を実施する
託麻三山の竹を使用したモノづくり体験や剪定、伐採等で出た
木材等でキャンプファイヤーを行う

場所 託麻東小

分担
運営（託麻東校区青少年健全育成協議会/行政）
講師（託麻東校区青少年健全育成協議会）

基本方針：③活かす④繋げる 事業：R7～　

学校キャンプ
事業名

目的
託麻と地下水との関りをPR健康増進
自然に親しむきっかけづくり

内容
湛水事業中の田んぼを使用してどろリンピックを開催する
地下水資源と託麻三山の関係についてのPR実施

場所 エリア周辺の田んぼ

分担
田んぼの提供（託麻北校区自治会）
参加賞・景品（JA熊本果実連/熊本県酪農業協同組合連合会）
運営（託麻北校区自治会/行政）

基本方針：③活かす④繋げる 事業：R6～　

託麻どろリンピック
事業名

熊本市の東部、託麻地区に位置する「神園山」「小山山」「戸島山」の3つの山を総称して「託麻三山」と呼ばれ
ています。この地域には平安初期に弘法大使が訪れたという言い伝えがあり、大正15年、託麻三山を中心に
八十八ヶ所の札所が作られました。今でも数多くの史跡や行事が残り、地域の人々によって伝承されています。
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